
- 1 -

大空（生徒・保護者向け）２７号

宮崎県立宮崎西高校・宮崎県立宮崎西高等学校附属中学校 校長通信

令和２年１２月２３日（水）

「はやぶさ」に懸ける思い

本日の概要□

○映画「ＨＡＹＡＢＵＳＡ」には、終わりの出ない結果を探究する

ために全力を尽くす研究者の姿が描かれている。

○宇宙開発には膨大な予算と時間が必要であり、その成果

は日常生活に直結するとは限らない。しかし、役に立つ立

たないに関係なく、真理を探究しようという行為には、普

遍的な価値がある。

○一見無駄に思えるものに情熱を傾ける人間の姿は美しい。

真善美を求める人間であって欲しい。自分の興味・関心の

チャンネルを増やして欲しい。

夢は見つかりましたか？□

２学期始業式は、「流れ星への夢は叶う」という話をし

ました。「流れ星を見つけた瞬間に３回唱えられる夢は、

常に強く思い続けている夢である。瞬時に３回唱えられる

ほど、自分の夢を具現化させて欲しい。そのために、様々

なことに全力を尽くして欲しい」という趣旨でした。

さて、今日、２学期の終わりを迎えますが、皆さんにと

ってどんな２学期だったでしょうか。流れ星に唱えられる

ような夢や目標が見つかったでしょうか。見つかった人は

その夢に向かって邁進してください。まだ見つかっていな

い人は、探そうという行動を続けていけば、必ず見つかり

ます。目標が見つかるには時間がかかるかもしれませんが、

人生１００年時代、大切なことは人と比較せず、焦らず自

分のペースで、自分の目標を探し続けることです。そんな

思いを強くしたのは、現在、話題になっている小惑星探査

機「はやぶさ２」の帰還です。

はやぶさ２は何のため？□

小惑星探査機「はやぶさ２」は地球に小惑星リュウグウ

の砂を持ち帰るという快挙を成し遂げました。カプセルの

内部の物質は、これから時間をかけて分析がなされるよう

です。

なぜ、小惑星の砂が重要なのでしょうか。ＪＡＸＡ（宇

宙航空研究開発機構）のＨＰには、以下のような趣旨の説

明がなされています。

地球などの惑星は、元は小さな天体が集まってできたと

考えられています。しかし、惑星が誕生する過程でいった

んどろどろに溶けてから固まっているため、惑星をつくっ

た元の物質についての情報は失われています。一方、小惑

星や彗星はあまり進化していない天体のため、太陽系が誕

生した頃やその後の変化についての情報を持っていると考

えられます。私たちのような生命をつくる元になった材料

がどのようなものであったかについて、貴重な手がかりが

得られる可能性があります。また、小惑星や彗星は過去に

何回も地球に衝突しており、そのたびに地球に大きな影響

を与えています。このような「宇宙からの天災」は今後も

続く可能性があり、こうした天体の地球衝突に備える活動

としての意味もあります。さらに、遠い将来の話になりま

すが、人類が宇宙に進出した際に必要とする資源は、重力

の大きな月や火星などに求めるより、小惑星などの重力の

小さな天体の資源を活用するほうが効率的だという考えも

あり、小惑星探査は重要な意味があるとのことです。

私は、「はやぶさ１号機」を題材とした映画「ＨＡＹＡ

ＢＵＳＡ」を観ましたが、小惑星からサンプルを持ち帰る

構想がスタートしたのは１９８５年頃の東大工学部におか

れた宇宙科学研究所（後にＪＡＸＡの一部となる）から始

まったようです。実際に「はやぶさ１号機」が打ち上げら

れるのはその１８年後の２００３年であり、帰還したのは

さらに７年後の２０１０年ですので、はやぶさ１号機だけ

でも２５年もの長期プロジェクトです。莫大な予算を伴う

構想を具現化させることも大変でしたが、打ち上げ後も、

はやぶさ１号機は苦難の連続でした。あちこちが故障し、

一時は行方不明になりながら満身創痍で帰還した「はやぶ

さ１号機」の成功は、宇宙探査への意欲を高めました。

映画「ＨＡＹＡＢＵＳＡ」に描かれた研究者の姿□

映画「ＨＡＹＡＢＵＳＡ」は、ＪＡＸＡに勤務するよう

になったある女性研究者の成長を軸に、はやぶさ開発に取

り組む研究者たちの情熱的な姿を生き生きと描いていま

す。研究者たちは、ミッション達成のために力を合わせて

課題に挑みます。同時に、予算削減に悩んだり、安定して

いるとはいえない生活を送る研究者の姿も描かれており、

研究活動というものが楽しいことばかりではなく、様々な

失敗や厳しい現実との戦いであることが分かります。主人

公の女性研究者が、「何かにつながる確証がない仕事を無

駄な時間と思ったことはありませんか？終わりの見えない

仕事なんてむなしい。」と嘆いた際、先輩の研究者が、「終

わりの見えない過程で苦しむのがいやなら、科学者なんて

仕事はやらない方がいい。ほとんどの科学者が、最後まで

見届けられない現実の中にいる。学者になるなら、論文を

書き続けるしかない！」と叱咤激励する場面がありますが、

研究活動というものは、先輩達の研究成果を引き継ぎなが

ら、根気強く続ける息の長い活動であることも伝わってき

ます。

「はやぶさ１号機」は７年の歳月をかけて、満身創痍で

地球に戻ってきます。地球に帰還するカプセルを放出した

１号機は、大気圏に突入して燃え尽きる運命にありました。

この「はやぶさ」に、ＪＡＸＡの川口プロジェクトマネー
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ジャーは最後のコマンドを送ります。それは、地球を撮影

するという指示でした。地球と反対側を目指して飛行を続

けた「はやぶさ」は、目標である小惑星イトカワの高精細

な撮影には成功しますが、地球を撮影することは考えてい

ませんでした。カプセル放出の時は、はやぶさ１号機は地

球に体を向けています。この最後の瞬間に、「はやぶさ」

に生まれ故郷の地球を見せてやりたいと思ったのです。燃

え尽きる直前、「はやぶさ」が最後に撮った地球の写真は

地球に送られました。それは画像の乱れによる縦線があり

ましたが、それはあたかも「はやぶさ」の眼が涙で曇って

いるように見える写真でした。この後、「はやぶさ」は大

気圏で燃え尽き、カプセルは無事に回収されました。

（この写真は映画にもありますし、ＪＡＸＡのＨＰにも

掲載されています。映画はＪＡＸＡの協力で制作されてい

ますので、探査機をコントロールする管制の様子などは実

にリアルで、将来、研究者を志している人は参考になると

思いますので興味があったら見てください。Ａｍａｚｏｎ

プライムで観ることができます。また、ＪＡＸＡのＨＰに

は実際に「はやぶさ１号機」の開発に携わった研究者のイ

ンタビュー等も掲載されています。）

「はやぶさ２号機」は２０１４年に打ち上げられ、２０

２０年に帰還しました。「はやぶさ１号機」の課題をもと

に改良された「はやぶさ２号機」は小惑星リュウグウの砂

を持ち帰り、どちらも、日本の探査技術の素晴らしさを内

外に示すことになりました。私は天文ファンではないので

すが、地球から打ち上げられた探査機が、長い歳月、飛行

を続け、小惑星の砂を採取し、予定していた場所に計算通

りに帰還するという綿密なプログラムを実行できる日本の

科学技術に感動を覚えました。

真・善・美を求める意義□

それでは、「はやぶさ」の研究成果が私たちの生活を急

に変えるのでしょうか。宇宙の探査は長期的なプロジェク

トです。私たちに何かをもたらすとしても、それはかなり

先のことであり、また、私たちの日常生活とは、直接的に

関係のない成果になるかもしれません。

また、宇宙探査には膨大な予算が必要です。文部科学省

の資料によれば、「はやぶさ２号機」の開発からの総事業

費は２８９億円にものぼるようです。この財源は私たちの

税金であることから、もっと私たちの生活を直接的に改善

することに予算を使うべきだという意見も根強くありま

す。小惑星探査だけではありません。この１１月に亡くな

った東大名誉教授の小柴昌俊氏は、宇宙から飛来するニュ

ートリノの研究でノーベル物理学賞を受賞しました。その

観測施設スーパーカミオカンデは地下につくられた超高感

度センサーを張りめぐらせた巨大な水槽で、その費用は１

００億円とも言われています。（カミオカンデをぜひＨＰ

で調べてみてください。驚くと思います。）現在はその後

継機ハイパーカミオカンデが計画されていますが、これが

８００億円かかると言われています。３００億円かけてわ

ずかの粒子を持ち帰る「はやぶさ２号機」にしても、８０

０億円かけてニュートリノを捉えるハイパーカミオカンデ

にしても、本当にその費用に見合う研究なのかという批判

に常にさらされています。

たしかに、それだけの予算があるなら、今、様々な面で

困っている人に、直接援助すべきであるという意見は説得

力があると思います。お金には限りがあり、税金を支出す

る以上、有効に使わなければなりません。しかし、だから

といって、成果の見えにくい、抽象的な研究を衰退させて

しまうことが良いとは思えません。今、成果が見えにくい

研究や、成果を出すのに時間がかかる研究について、理解

を得るのは確かに難しいでしょう。しかし、だからといっ

て、そういうものを切り捨ててしまったとしたら、ひょっ

としたら人間にとってかけがえのない文化的財産を失なう

ことにつながりかねません。理想的すぎるかもしれません

が、人間が真理を探究しようとすることは、役に立つとか

立たないとか、研究分野に関係なく、普遍的な価値を持つ

と私は思っています。「はやぶさ」も、カミオカンデも、

私たちの日常生活の改善に、直接関わらないかもしれませ

ん。しかし、私たちの知見を広げ、未知の世界への夢を広

げるものでした。はやぶさが持ち帰った物質はわずかかも

しれませんが、私たちの夢が結晶した、重たいものである

と思っています。

宇宙開発に限らず、基礎的な研究分野において、日本は

諸外国から立ち後れています。ノーベル賞受賞者が次々と

出ているように見えますが、これはかなり前の業績が評価

されてのことです。２０日のＮＨＫスペシャル「科学立国

再生への道」でも取り上げられていましたが、かつて上位

だった日本の科学論文数は激減しています。（代わりに躍

進しているのは中国です。）皆さんが安心して研究者を目

指せるような環境を構築するのは、私たち大人の務めであ

ると思っています。

一見何の利益になるか分からないもの、ひょっとしたら

無駄かもしれないもののために情熱を傾ける人間の姿を私

は美しいと思います。これは、中学や高校で学んでいる学

問も同様ではないでしょうか。あるいは芸術やスポーツな

どでも同じだと思います。活動の種類を問わず、真・善・

美を求めようとするのが人間の姿です。私たちは、真・善

・美を探究しようという人間の姿に共感し、エールを送る

のだと思います。皆さんも、真・善・美を求める人であっ

てください。

世の中にはつまらないもの、役に立たないものはありま

せん。皆さんが、自分の興味・関心のチャンネルを増やし

ていくことは、必ず自分の人生を豊かにします。何でも構

いません。この冬に、何か一つ、自分の興味・関心のチャ

ンネルを増やしてみてください。それでは良いお年を。

2020/12/13 宮崎日日新聞
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